
平成19年 3 月14日（水）13：00～16：50

■ 日 時  

兵庫県民会館　パルテホール（11階） 
神戸市中央区下山手通4-16-3 
TEL　078－321－2131

■ 場 所  

■ 主催等（予定） 

■ 参加料等 
定　員：１００名　　　　参加料：無料 
参加申込方法 
３月７日（水）までに、裏面の参加申込 
書にご記入の上、ＦＡＸ、郵送、Ｅメール 
にて、事務局までお申し込み下さい。 

■ 申込・お問い合わせ先 

プログラム、参加申込書は裏面にあります。 

 我が国の代表的な閉鎖性海域で、「環境管理の実験海域」ともいえる瀬戸内海では、現在、その資
源と環境の管理のあり方全体が大きな転換期を迎えています。瀬戸内海環境保全特別措置法は、大
きな役割を果たしてきたものの、時代の大きな変化と新たな課題に対応しにくくなってきました。
瀬戸内海は多くの人々が暮らし、そこに産業が栄え、歴史的に形成された微妙なバランスの中で、
自然と生活が調和してきた海です。しかし、もはや従来型の手法では自然と人間活動のバランスが
維持できなくなってきています。 
　今、私たちは、自然との新たな調和を維持する仕組みを見いだす必要に迫られています。瀬戸内
海研究会議では、瀬戸内海環境保全知事・市長会議の要請を受けて、瀬戸内海再生方策を検討し、
その結果を提言書の形で平成17年５月に報告しました。また同年11月には公開のワークショップを
開催し、その提言の考え方を広く世に問いかけました。 
　この提言書の基幹となる考え方が、「瀬戸内海を豊かな里海（さとうみ）にして行く」ことであ
り、目指すべき「里海」の基本理念が、人と海との新しい共生のあり方、人の自然への関わり方を
示しています。 
　しかし、提言書に取りまとめた内容では、まだまだ十分ではないため、さらに議論を深化させる
必要性を感じて、瀬戸内海研究会議では、この度「瀬戸内海を里海に－新たな視点による再生方策
－」を発刊する次第となりました。 
　本ワークショップは、この発刊にあわせて身近な海である瀬戸内海を再確認し、さまざまな主体
の参画と協働のもと、この里海論を具体的な運動論として展開するためにはどうしたらよいかを検
討するために開催するものです。 

■ 趣 旨  

瀬戸内海研究会議ワークショップ 瀬戸内海研究会議ワークショップ 

主　催　瀬戸内海研究会議 
協　賛　（社）瀬戸内海環境保全協会 
後　援　環境省　　瀬戸内海環境保全知事・市長会議　　兵庫県瀬戸内海環境保全連絡会 

瀬戸内海を里海に－新たな視点による再生方策－ 瀬戸内海を里海に－新たな視点による再生方策－ 瀬戸内海を里海に－新たな視点による再生方策－ 

瀬戸内海研究会議事務局 

〒 651－0073 

神戸市中央区脇浜海岸通1－5－1 

国際健康開発センター　３階 

（社）瀬戸内海環境保全協会内 

TEL 078－241－7720  FAX 078－241－7730 

Eメール：web@seto.or.jp
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プ ロ グ ラ ム  

13:00 ～ 13:10■ 趣旨説明 松田　治（瀬戸内海研究会議会長） 

13:10 ～ 16:00■ 個別発表 

１．「里海」構想－瀬戸内海再生の基本理念　　柳　哲雄（九州大学応用力学研究所教授） 

２．瀬戸内海の水質と生物生産過程の変遷　　　上　真一（広島大学大学院生物圏科学研究科教授） 

３．水産資源の再生を考える　　　　　　　　　山下　洋（京都大学大学院農学研究科教授） 

４．水産の多面的機能を環境再生に生かす　　　松田　治（瀬戸内海研究会議会長） 

５．住民参加と環境教育による里海づくり　　　柳　哲雄（九州大学応用力学研究所教授） 

６．森・川・海をつなげる自然再生－椹野川流域圏の取り組み－ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浮田正夫（山口大学工学部教授） 

７．沿岸域の総合的管理に向けて　　　　　　　荏原明則（関西学院大学大学院司法研究科教授） 

８．瀬戸内海再生のための試論　　　　　　　　戸田常一（広島大学大学院社会科学研究科教授） 

コンビ－ナ－：松田　治（瀬戸内海研究会議会長） 

16:05 ～ 16:50■ 総合討論 

参 加 申 込 書  
日時：平成19年 3 月14日（水） 

場所：兵庫県民会館　パルテホール 

所 属  

氏 名  

＜連絡先＞ 

住 所  

ＴＥＬ ＦＡＸ 

〒  

休　　　憩 

瀬戸内海研究会議ワークショップ 瀬戸内海研究会議ワークショップ 


